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今年度の実習は、いろいろな事情でフィールドが手に入らず、ぎりぎ

りになって天城町の皆さんが手を貸して下さり、辛うじて実施すること

ができた。実に有難かった。町長・教育長をはじめとする行政機関の方

々、地域の人々、奄美考古学会員を代表して御奔走下さった吉岡武美氏

とその友人の皆様に心から御礼を申し_上げたい。

おかげさまで、実習の成果としてはそれなりに見るべきものがあった

ようだ。ある者は1つの柱穴の側に1週間以上も座り続け、埋め戻しの

号令を聞いてさも満足そうに腰を叩いて立ち上った。またある者はま

かされたグリットをもて余してその中にトレンチを掘り、そのトレンチ

をもて余してそのまた隅を狸掘りし、結局2回にわたって遺構をぶち抜

いてしまった。実習であるからには、 それでよろしいのだ。それぞれの

個性に見合う充分な収穫があったはずである。

学術調査としても一応の成果があった。それは本文に譲るとして－、

文章については前回の実習で強く注意しておいたし、個々の文章は直っ

てもいた。それでもお互いの読み合せ等がいいかげんであることを添削

の段階で察知して注意を重ねたがだめであった。何と校正の段階で本格

的な読み合せをやったらしい。印刷の会社は驚いたであろうし、担当者

自身もさぞ苦しかったろう。とにかく、手は抜かぬことだ。図面の縮少

率が大きいためのとびやかすれについては毎回注意するのだが直らない。

一度印刷所の見学をやることにしようか………。

ところで土器組成の観察については教養部地学の先生方の御指導をい

ただいた。火を受けたと思われる鉱物粒の観察方法・記述方法について

は工学部製練工学の先生方の御指導をいただいた。特に、堀一夫先生は

今年度で御退官になられる。長年の当研究室学生に対する御指導に心底

からの謝意を表する次第である。

1986年3月20日
白木原和美
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●本書は鹿児島県大島郡天城町大字天城字真瀬名2646-1所在の玉城遺跡の発掘

調杏報告書である。

●発掘調査は1985年7月12日に開始され、 7月23日に終了した。

本文目次

付周i刀遺跡分布調杳報告

一、般跡の概要･･……………･･………･･74

1． 大城……………………………74

2． 大和城･……………･……･……75

3． 千間頚跡………･……………･･76

4． 塔原殺跡………………………78

5． 鍋窪地区……･……･…………･83

6． 大久保地区……………………88

7． 戸ノ木地区･…………･･………89

8． 馬塔地区…･………………･…･90

9． ナーデン塔地区………………92

三、 まとめ………………………………93

玉城強跡調査報告

一、殻跡の位識と環境･……･………･…4

二、調杳の概要…………………………7

1． 調査の目的と経渦……………7

2． 層序…………………………11

＝、讃構・…………･…･………………15

四、出i殻物……･……………………･･29

1． 陶磁器…………………………29

2． 十器……………………………36

3． 土製品……･……･…………･…37

4． 黄禍角の塊状粒………………37

盃、 まとめ………………………………38

－2－




	序
	例言
	本文目次
	挿図・図版目次



